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京都の生協の連合体が京都府生協連です

〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上る蒔絵屋町258番地
コープ御所南ビル４階
TEL.075-251-1551

https://kyotofu-seikyoren.com

誰もが安心してくらせる
　  地域・社会をめざして
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〈大西芳秀 所長　ご挨拶〉
　昨年12月より、きょうとライフサポートセンターの所長の任を授かっております。
　私は22年間に渡って労働運動や組合活動に携わってまいりました。その間、賃金を始め
とする労働条件、雇用確保、ジェンダー平等、職場環境などの課題については法律や制度
改正、労働運動の成果などにより一定の進展を実感しておりました。
　しかし、当センターに相談として寄せられた「働く人、生活する人たちの困りごと」や「暮
らしや働くことの不安」を目の当たりにする中で、相談者が抱えている問題はそれぞれに
大きく、個人では解決し得ないことが多いため、その問題の解決・解消に向けて「誰もが
安心できる地域社会のパートナー」として、「問題解決への糸口を見つけ出すサポート」
をさらに推し進めることの重要性を痛感している次第です。
　今後も「きょうとライフサポートセンター（暮らしなんでも相談）」を通じて、京都労
福協が推し進める「支え合い・助けあいで、誰ひとり取り残さない福祉社会」の運動の一
役を担ってまいりますので、これまで以上に皆さまのお力をお寄せいただくことをお願い
申し上げます。

きょうとライフサポートセンター
大西所長 謹賀新年 京都労働者福祉協議会

会　長　原　敏之

謹んで初春のご祝詞を申し上げま

すとともに、「コロナ禍」や「世

界情勢の不安定化」、そして「度重な

る自然災害」などの影響による、厳し

い生活環境の中、京都労働者福祉協議

会の運動に対しまして、日頃よりの絶

大なるご支援・ご協力を頂いている事

に心より感謝申し上げます。

　私たちは、第68回定期総会において、

「連帯・共同で安心・共生の福祉社会

をつくろう！」の大会スローガンを確

認し、協同組合・事業団体・労働組合

の更なる連携強化をはかり、地域に寄

り添った活動を念頭に、様々な社会問

題に対する取り組みを進めています。

　今まさに世界情勢の不安定化により、

すべての生活者が疲弊している状況に

加え、日本国内においては、団塊の世

代の先輩たちが後期高齢者（75歳以上）

に突入し、急速に高齢者人口の増加、

社会保障費の増大、医療介護施設の不

足、人手不足など多岐にわたる課題・

問題が顕在化しています。

　そして廻りを見渡せば、経済環境・

労働環境・自然環境、どれを見ても疲

弊している状況であり、京都労働者福

祉協議会として、更なる取り組みの強

化が必要です。

　私たち京都労働者福祉協議会は「労

働者・生活者の福祉要求の実現を通じ

て、労働者・生活者とその家族の生活

の向上と安定をはかり、真に、平和で

豊かなくらしを保障する社会を創る」

ことを基本理念としており、社会全体

が疲弊している今こそ、助けあい、支

え合いの精神で「連帯・協同でつくる

安心・共生の福祉社会」の実現が必要

不可欠と考えます。

　京都労働者福祉協議会として社会的

役割を発揮し、共感を得られる社会運

動の実践を、皆様とともに運動を進め

て行く所存であります。

　2025年が皆様にとって素晴らしい年

でありますように、そして巳年の象徴

である「復活と再生」を図り、「実を

結ぶ」年となることを心からご祈念申

し上げますとともに、本年も皆様方の

ご支援・ご協力をお願いいたしまして、

新年の挨拶とさせて頂きます。

　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げ

ます。

きょうとライフサポートセンター（新所長紹介）
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乙訓地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　島田　真哉

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　本年の干支は巳。蛇は脱皮をするため、「再
生」「変化」を象徴する年と考えられてきま
した。昨年は環境再生や地域再生。変化では、
政治の変動や経済の変化などがあげられます。
今年も政治経済では激動の年が予想されます。
どのような状況におかれても、我々の軸は労
働者です。労働者の福祉向上と、生活、権利
を守り、社会的な平等と連携を促進してまい
ります。皆さまのご支援・ご協力を引き続き
お願い申し上げます。

宮津地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　井﨑　智満

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は元旦から能登半島を中心に大きな災
害に見舞われ、多くの方々がいまだ困難な生
活を余儀なくされております。一日も早い復
旧・復興をお祈りいたします。また、物価高
騰は、特に社会的弱者と言われる方々の生活
に大きな影響を与えています。
　宮津地区労福協といたしましても、安心・
安全・安定の地域社会をつくるため、丹後地
区労福協様と行政への要望活動を行ってまい
りました。また、こども食堂への支援などを
実施してきました。
　今後も、すべての働く人の幸せと安心でき
る地域づくりを関係者の皆様とめざしていき
たいと思いますので、ご支援、ご協力をよろ
しくお願いいたします。

南地区 労働者福祉協議会
	 会　長

� 　牧野　　誠

　新年あけましてお めでとうございます。
　本年も労働者福祉 の向上に努め、社会
の変化に対応しなが ら、すべての労働者
が安心して働ける環 境づくりに取り組ん
でまいります。
　南区では昨年新 たな取り組みとして、
こくみん共済の７才 の交通安全マップを
活用した地域の交通 安全マップづくりに
取り組みました。本 年も地域と労働者を
繋ぎ、意義のある取 り組みを進めてまい
ります。皆様のご支 援・ご協力よろしく
お願いいたします。

（一財）舞鶴勤労者福祉協議会
	 理事長

� 　大西　高広

　新年あけましてお めでとうございます。
　私共協議会は、昨 年４月に「舞鶴市勤
労者福祉センター」 の指定管理者として
５年間継続して、管 理運営することにな
りました。
　勤労者並びに地域 住民の福祉向上を目
指した事業を展開す ることを目的に、各
セミナーやサークル 活動の拠点となるよ
う努めています。
　現在人気の健康体 操教室・ヨガ講座・
子育て支援サロンを はじめ、セカンドチャ
レンジセミナー・確 定申告相談会等、生
活向上の事業を企画 し、無料で開催して
います。
　本年も勤労者並び に地域住民の声を聞
き、新企画も検討し て取り組んでいきた
いと考えています。
　昨年に引き続き、 本年も皆様の変わら
ぬご支援・ご協力を よろしくお願いいた
します。

伏見地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　辻村　法雄

　新年あけましておめでとうございます。
　2025年はどんな年になるかワクワクしてお
ります。
　皆さんとともに、本年をこれからの明るい
人生につながる一歩にしていきましょう！
　振り返ってみてください。これまでの人生、
無駄に過ごした１年があったでしょうか？苦
しい時、つらい時もあったかもしれませんが、
すべて皆さんの今・未来につながる糧になっ
ています。
　この１年の労福協活動の中で皆さんとの出
会いと共助により、より良い社会つくりの一
助になればと思っております。
　本年もともにがんばりましょう！

福知山地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　佐藤　　健

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は福知山地区労働者福祉協議会の諸
活動に対し、ご理解とご協力をいただき、誠
にありがとうございました。
　さて、６月の定期総会以降、地区の労福協
活動も本格的に展開してまいりました。さら
に地域に顔の見える活動にするべく、役員会
等でしっかり議論し、創意工夫をしてまいり
ます。
　京都労福協との連携をしっかりして、微力
ながら全力で活動を推進してまいりますので、
皆さんのご協力を何卒お願いいたします。
　今年一年、皆さんお一人お一人が健康で、
ご活躍されることを祈念し、私からの新年の
ご挨拶といたします。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

南山城地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　岡本　浩治

　新年あけましておめでとうございます。
　2025年の干支は乙巳（きのとみ）であり、「再
生や変化を繰り返しながら柔軟に発展してい
く」年になるといわれています。アメリカで
はトランプ氏が大統領に再選され、日本でも
政局が動きつつあります。これからも変化す
ることがあたりまえの世の中が続くと思われ
ますが、どのように変わったとしても一生懸
命働く人たちが豊かに幸せに暮らせる世の中
になって欲しいと思います。このような時代
だからこそ労福協の理念を大切にした活動を
引き続き行っていきたいと思いますので、本
年も皆様のご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

綾部勤労者福祉協議会
	 会　長

� 　前本　和輝

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は年初より能登半島を襲う震災が発生
し、南海トラフ地震についても近いうちに発
生する可能性が高いとの情報も出てきており
ます。それ以外の地域でも地震に限らず、あ
る日突然災害が発生する可能性がゼロにはな
らないという中で、大きな災害を目の当たり
にして改めて日ごろからの備えと、お互いが
支え合う共助の取組みが大切であると感じさ
せられました。
　「福祉はひとつ」のもとに活動を行うにあ
たり、勤労者やその家族が少しでも幸せに暮
らせるように引き続き活動を進めていきます
ので、本年も皆さまのご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

口丹地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　俣野　健二

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　超少子高齢化と人口減少、地方の過疎化が
進行する社会構造的な課題に加え、甚大な自
然災害が増加傾向にあるなか、共に支え合い、
助け合う、共助の営みの必要性は高まってお
り、共助拡大運動が求められます。働く人の
幸せと豊かさをめざして、安心して働き暮ら
すことができる社会の実現に向け、引き続き、
自主福祉運動の推進に取り組んで参ります。
本年も皆さまのご理解とご協力をお願い申し
上げます。皆さまにとって幸多き年となりま
すようにご祈念申し上げます。

丹後地区労働者福祉協議会
	 会　長

� 　藤原　利昭

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、丹後地区労働福祉協議会の活動に
ご理解と、ご協力をいただき誠にありがとう
ございました。新型コロナ感染症が５類へ移
行してから徐々に厳しい制限が緩和されたこ
とにより丹後地区労働福祉協議会としても例
年通りの活動を再開することができました。
「人と暮らし・環境にやさしい福祉社会の実
現」を基本に活力ある「共助社会」のさらな
る推進に向け、引き続き労福協活動に取り組
んでいきます。
　本年も皆様のご支援・ご協力よろしくお願
い申し上げます。
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